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１． 世界の穀物全体の需給の概要（見込み） 
① 生産量：28 億 9,676 万トン（対前年度比 2.0％増） 
② 消費量：29 億 735 万トン（対前年度比 1.3％増） 
③ 期末在庫量：７億 5,614 万トン（対前年度比 1.4％減） 

期末在庫率：26.0％（対前年度差 0.7 ポイント減） 
 

【主な品目別の動向】 
 
 
 

 
 
  1 生産量：８億 852 万トン（対前年度比 1.1％増）･･EU、ｲﾝﾄﾞ、英国等で増加、ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ、豪州等で減少 
  2 消費量：８億 800 万トン（対前年度比 0.5％増）･･インド等で増加 
  3 期末在庫量：２億 6,573 万トン（対前年度比 0.2％増）･･インド、米国等で増加、中国等で減少 

 期末在庫率：32.9％（対前年度差 0.1 ポイント減） 
 
 
 
 

 
  

 
 1 生産量：12 億 6,498 万トン（対前年度比 3.6％増）･･米国、ｳｸﾗｲﾅ、ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ等で増加 

  2 消費量：12 億 7,443 万トン（対前年度比 1.9％増）･･中国、米国、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ等で増加 
  3 期末在庫量：２億 7,784 万トン（対前年度比 3.3％減）･･米国等で増加、中国、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ等で減少 

期末在庫率：21.8％（対前年度差 1.2 ポイント減） 
 
 
 

   

 
 

1 生産量：５億 3,871 万トン（対前年度比 0.2％増） 
  2 消費量：５億 3,875 万トン（対前年度比 1.2％増）･･ｲﾝﾄﾞ等で増加 
  3 期末在庫量：１億 8,507 万トン（対前年度比 0.02％減） 

期末在庫率：34.4％（対前年度差 0.4 ポイント減） 
 

２． 世界の大豆需給の概要（見込み） 

から 

 

 

 
 

1 生産量：４億 2,682 万トン（対前年度比 1.4％増）･･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ等で増加 
2 消費量：４億 2,405 万トン（対前年度比 3.4％増）･･中国等で増加 

  3 期末在庫量：1 億 2,433 万トン（対前年度比 0.9％増） 
    期末在庫率：29.3％（対前年度差 0.7 ポイント減） 

 
                              大臣官房政策課食料安全保障室 浅田、木本、八木橋 （03-6744-2368） 

小麦：カザフスタン、豪州、パキスタン、米国で生産量が減少するものの、EU、インド、英国、中国、アルゼン
チン、ロシア、カナダで増加すること等から、世界全体の生産量は史上最高を記録する見通し。なお、米
国の生産量は収穫面積の減少により前年度から３％減少する見込み。世界の消費量も前年度より増加
する見通し。期末在庫量は、生産量が消費量を上回るため、前年度を上回る見通し。 

コメ（精米）：インドネシア、ブラジルで生産量が減少するものの、インド、バングラデシュ、中国で増加すること
等から、世界全体の生産量は史上最高を記録する見通し。なお、米国では収穫面積及び単収の減少によ
り前年度から１％減少する見込み。インドは収穫面積の減少により生産量の増加幅は緩やかになるもの
の、10 年連続で史上最高を更新する見込み。世界の消費量も前年度より増加する見通し。期末在庫量
は、生産量が消費量を下回るため、前年度を下回る見通し。 

とうもろこし：タンザニア、カナダで生産量が減少するものの、米国、ウクライナ、アルゼンチンで増加すること
等から、世界全体の生産量は史上最高を記録する見通し。なお、米国では収穫面積及び単収の増加に
より前年度から６％増加し、作付面積は過去 10 年で最高となる見込み。アルゼンチンとブラジルでは収
穫面積の増加、ウクライナでは単収の回復と収穫面積の増加により生産量が増加する見込み。世界の
消費量も前年度より増加する見通し。期末在庫量は、生産量が消費量を下回るため、前年度を下回る見
通し。 

 

米国、カナダ、アルゼンチン、ウクライナ、ウルグアイで生産量が減少するものの、ブラジル、パラグアイ、
ロシア、中国で増加すること等から、世界全体の生産量は史上最高を記録する見通し。なお、米国の生産量
は収穫面積の減少により前年度から減少、ブラジルは史上最高を記録、アルゼンチンは大豆からとうもろこ
しに作付けがシフトすることにより前年度から減少する見込み。世界の消費量も前年度より増加する見通し。
期末在庫量は、生産量が消費量を上回るため、前年度を上回る見通し。 

米国農務省は、５月 12 日（現地時間）、2025/26 年度の１回目の世界及び主要国の

穀物・大豆に関する需給見通しを発表した。その概要は以下のとおり。 

－2025/26 年度の穀物の生産量は消費量を下回る見込み 
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